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1 はじめに

映像監視 [1, 2]の需要の増加により背景から物体を分離す
る物体検出技術はさまざまな手法がとり入れられている．　
それらの多くは，背景からの分離する方法として処理コスト
の低さや実装の容易さから背景差分が広く使われる．このよ
うな明度差を利用した手法では，急激な明度変化などの照明
条件の変化の影響を受けやすく，物体の検出を妨げる要因と
なる．
　本稿では監視カメラからの映像を使用し，照明変化のある
環境下でも利用可能な移動物体検出について検討する．使用
する環境としては，特殊なカメラを用いず，一般的なカメラ
から得た画像を使用する．使用するカメラは 1台とし，ズー
ムなど行わず，固定する．
2 移動物体検出の処理

本稿での移動物体検出では，Radial Reach Correlation(放
射リーチ相関：以下 RRC)[2]を用いる．

2.1 Radial Reach Correlation(RRC)の概要

RRCは，明度変化の影響を抑えながら画素単位でテクス
チャの類似性を判断し，以下の 2つの特徴により構成される．

1. 注目画素から 8方向，放射状にリーチを延ばし，リーチ
の先の画素と注目画素の輝度値の差を比較し，しきい値
以上の輝度差をもつ画素を注目画素とのペアとし，リー
チの長さを情報を得る．

2. 求めた各ペアの明度の大小関係を比較し，正負の 2値
符号列化とする．そして，背景画像と入力画像の符号列
の一致度を注目画その画像間の類似度とする．

2.2 リーチの生成

RRCのリーチの生成は，注目画素から放射状の 8方向に
画素を探索し，ペアを構成する．

2.3 画像間類似度の算出

注目画素の値とリーチ先の画素の値を比較し，正負の判断
し 2値符号列化を行う．この処理を背景画像と入力画像それ
ぞれに行い，2枚の画像間における類似度を算出する．
図 1に背景画像と入力画像における 2値符号判断と類似

度の一例を示す．
2.4 RRCの出力画像

画像間類似度からしきい値を与え，2値画像を出力する．
出力結果を図 2に示す．RRCはテクスチャの差が出にくく，

図 1 リーチ先の類似度算出

(a)背景画像 (b)入力画像 (c)RRC画像
図 2 RRCの出力結果

(a)明度差 8 (b)明度差 11

図 3 明度差を変化させた RRC画像の比較

微弱な部分での検出が不安定である．
3 画像のフィルタ処理

画像中の微小な変化を強調するため，明度変化を受けにく
いエッジをフィルタ処理により検出する．

3.1 Sobelフィルタ

エッジ処理には，微分フィルタである Sobelフィルタを用
いる．以下の重み付けした係数をかける．水平方向と垂直
方向の合計値から注目画素 g(x, y)の画素値は以下の式で求
める．

gv :
(−1 −2 −1

0 0 0
1 2 1

)
gh :

(−1 0 1−2 0 2−1 0 1

)
(1)

g(x, y) =
√

g2
h + g2

v (2)

3.2 エッジ強調処理

Sobelフィルタを施した画像に次の処理を行い，画像中の
輝度の最小値 aを求め，エッジの強調を行う．

a = min{g(p)
∣∣ p ∈ g} (3)

g′(p) = g(p)− a (4)

g′′(p) =
{

g′(p) ∗ T (if g(p) ≥ th ∧ g(p) ≤ max/T )
g′(p) (otherwise) (5)

今回はグレイスケール画像を対象としているためmax = 256
を設定している．

4 提案手法による検出

図 3に背景画像と入力画像としてRRCにエッジ強調画像
を用いた出力結果を示す．共に検出すべき物体を検出するこ
とはできているが，同時にノイズも多く検出される．
5 まとめと今後の予定

照明変化のある環境における物体検出について検討した．
照明の影響を受けにくい手法であるRRCを適用し，出力結
果から提案手法の問題点を確認をした．
　今後は照明変化の激しい環境下において安定した物体検
出を行うため，しきい値の設定方法，他のフィルタ処理など
について検討する予定である．
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